






目的 

3 才児健診で保護者に何を心配し,相談を求めたいかという質問を行うと,もっとも多いの

は指しゃぶりと夜尿でおる。これらは一般に自然に治るものといわれ,医師もそのような考

えで対応している。従って,現実には保護者からの訴えの割には健診を行う側はほとんど無

視に近い対応を行っている。しかし,これらが母子に与える心理的・精神的影響をはたして

無視していいものかどうかについては問題も残されている。3 才児健診の事後措置のひと

つの問題点として,指しゃぶりと夜尿につき,(1)4 才と 5 才になるとどう変化している

か,(2)親の対応はどうしているかを他の習慣・環境要因などとあわせ検討を行ってみた。 


